
　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
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つくば市社協キャラクター

2022

大穂圏域版

　食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋など、コロナ感染症の影響も落ち着いてきたことから、様々
な活動が再開され始めたものと思います。
　食欲の秋しか縁のない私ではありますが、これからも地域の様々な活動に出向き、地域の支えあ
いの手助けができるよう努めていきますので、これからもよろしくお願いいたします。

＜3・4 ページ担当者＞
大穂圏域担当生活支援コーディネーター 小倉

〒300-3257 つくば市筑穂1 丁目10 番地4
TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

大穂圏域活動テーマ

みんなで いきいき 支えあう 輝けるまち 大穂

第1回大穂圏域地域支えあい会議を開催しました！
　8月23日、大穂交流センターにて令和4年度第１回「地域支えあい会議」を開催しました。
　今回は、前回の社協通信でも紹介した「大曽根みんなの食堂」の代表の方を招いて、実際の活動や取り
組みについて話をしてもらいました。また、各小学校区に分かれて、自分の小学校区ではどんな取り組みが
できそうか、どんな取り組みが必要なのか等の意見交換を行いました。
　各小学校区によって課題も異なってきます。今後も小地域での話し合いを重ね、地域の支えあい活動に
つなげていきたいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたします。

地域で行われているふれあいサロンを紹介します♪
ひまわり会は、毎月第2・第4木曜日に前野山木地研修センターにて活動しています。
この日は、健康づくりのためのシルバーリハビリ体操を行っていました。体操といっても激しい

運動ではなく、椅子や畳に座りながらでもできる体操でした。参加者みんなで楽しみながら、転倒予防や骨折予
防、筋力低下防止、体力の維持・向上のための体操をしていました。また、体操の間の休憩時間には、みんなで
おしゃべりをしながら過ごし
ていました。
　体操の他にも、紙芝居を
通して健康の大切さを学んだ
り、輪投げを楽しんでいたり
していますので、興味がある
方はぜひご参加ください。

今 回 の ト ピ ッ ク ！

▲熱心に講師の話を聞く皆さん ▲みんなでやると体操も楽しい！

ひまわり会
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◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

2022

大穂圏域版

　食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋など、コロナ感染症の影響も落ち着いてきたことから、様々
な活動が再開され始めたものと思います。
　食欲の秋しか縁のない私ではありますが、これからも地域の様々な活動に出向き、地域の支えあ
いの手助けができるよう努めていきますので、これからもよろしくお願いいたします。

＜3・4 ページ担当者＞
大穂圏域担当生活支援コーディネーター 小倉

〒300-3257 つくば市筑穂1 丁目10 番地4
TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

大穂圏域活動テーマ

みんなで いきいき 支えあう 輝けるまち 大穂

第1回大穂圏域地域支えあい会議を開催しました！
　8月23日、大穂交流センターにて令和4年度第１回「地域支えあい会議」を開催しました。
　今回は、前回の社協通信でも紹介した「大曽根みんなの食堂」の代表の方を招いて、実際の活動や取り
組みについて話をしてもらいました。また、各小学校区に分かれて、自分の小学校区ではどんな取り組みが
できそうか、どんな取り組みが必要なのか等の意見交換を行いました。
　各小学校区によって課題も異なってきます。今後も小地域での話し合いを重ね、地域の支えあい活動に
つなげていきたいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたします。

地域で行われているふれあいサロンを紹介します♪
ひまわり会は、毎月第2・第4木曜日に前野山木地研修センターにて活動しています。
この日は、健康づくりのためのシルバーリハビリ体操を行っていました。体操といっても激しい

運動ではなく、椅子や畳に座りながらでもできる体操でした。参加者みんなで楽しみながら、転倒予防や骨折予
防、筋力低下防止、体力の維持・向上のための体操をしていました。また、体操の間の休憩時間には、みんなで
おしゃべりをしながら過ごし
ていました。
　体操の他にも、紙芝居を
通して健康の大切さを学んだ
り、輪投げを楽しんでいたり
していますので、興味がある
方はぜひご参加ください。

今 回 の ト ピ ッ ク ！

▲熱心に講師の話を聞く皆さん ▲みんなでやると体操も楽しい！

ひまわり会
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　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

　とにかく暑かった夏が過ぎ、短い秋が訪れ、いよいよ寒い冬がやってきました。今年一年も新
型コロナに振り回された一年でしたが、来年こそは何も心配しなくて済む一年にしたいですね。
　年末年始は何かと忙しいでしょうが、お身体を大切にお過ごしください。

＜3・4 ページ担当者＞
豊里圏域担当生活支援コーディネーター 倉持

〒300-2633 つくば市遠東639（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231 / FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

輪投げ交流会を開催しました

豊里の杜ふれあいサロン

コーディネーターのちょっとおじゃましま～す  ［地域訪問コーナー］
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豊里圏域版

豊里圏域活動テーマ

目配り 気配り 支えあい 心豊かに なごむ里
豊里圏域だより
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　生きがいと健康づくりを目的として様々な取り組みをしているシ
ルバークラブですが、去る10月に豊里地区輪投げ交流会を開催
しました。誰でも簡単に始めることができるスポーツですが、始
まるとなかなか得点を積み重ねることが難しい競技となります。
コロナ感染対策をしての実施となりましたが、輪投げを通し交流
会を楽しんでくれたようです。
　これからも会員の皆さんが生き生きと暮らしていける地域づく
りを推進していきたいと思っています。興味のある方はお問い合
わせください。

　今回は、豊里の杜にある「自治会館さくら」を会場に定例
活動をしている「豊里の杜ふれあいサロン」におじゃまさせ
ていただきました。
　豊里の杜ふれあいサロンが発足したきっかけを代表の大倉
さんに聞いたところ、新興住宅地ゆえに他県からの移住者が
多く、住民同士の交流する機会が少ないということもあり、
数名の方に声掛けをして数年かけてグループを結成したとのこ
と。そして、市が進める「シルバーリハビリ出前体操」を取
り入れ、自らの健康増進と会員相互の親睦を図ることから始
めました。今では活動内容も多岐にわたり、食事会や花見な
どの屋外活動やボイストレーニング、時には管理栄養士を招
いての講義を受けることもあります。さらに、会員の経験に
基づく講話を披露する機会もあり、皆さん、サロンの開催を
毎回楽しみにしているようです。
　コロナ禍の中ですが、感染防止対策をして会員同士の現況
確認は欠かさずに行ってきたとのことです。大倉さんは「ま
だまだコロナ禍が続いていますが創意工夫をしながら活動し
ていきますよ」と意気込みを語ってくれました。

コーディネーターのつぶやき

月
号

2022 No.11311月号

11
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▲集中力を高めて！ 皆さん真剣です

▲ストレッチ体操も健康増進の一つです

1

▲代表の大倉さんから当日の予定が話されます



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
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　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。
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発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

　とにかく暑かった夏が過ぎ、短い秋が訪れ、いよいよ寒い冬がやってきました。今年一年も新
型コロナに振り回された一年でしたが、来年こそは何も心配しなくて済む一年にしたいですね。
　年末年始は何かと忙しいでしょうが、お身体を大切にお過ごしください。

＜3・4 ページ担当者＞
豊里圏域担当生活支援コーディネーター 倉持

〒300-2633 つくば市遠東639（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231 / FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

輪投げ交流会を開催しました

豊里の杜ふれあいサロン

コーディネーターのちょっとおじゃましま～す  ［地域訪問コーナー］
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豊里圏域版

豊里圏域活動テーマ

目配り 気配り 支えあい 心豊かに なごむ里
豊里圏域だより
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　生きがいと健康づくりを目的として様々な取り組みをしているシ
ルバークラブですが、去る10月に豊里地区輪投げ交流会を開催
しました。誰でも簡単に始めることができるスポーツですが、始
まるとなかなか得点を積み重ねることが難しい競技となります。
コロナ感染対策をしての実施となりましたが、輪投げを通し交流
会を楽しんでくれたようです。
　これからも会員の皆さんが生き生きと暮らしていける地域づく
りを推進していきたいと思っています。興味のある方はお問い合
わせください。

　今回は、豊里の杜にある「自治会館さくら」を会場に定例
活動をしている「豊里の杜ふれあいサロン」におじゃまさせ
ていただきました。
　豊里の杜ふれあいサロンが発足したきっかけを代表の大倉
さんに聞いたところ、新興住宅地ゆえに他県からの移住者が
多く、住民同士の交流する機会が少ないということもあり、
数名の方に声掛けをして数年かけてグループを結成したとのこ
と。そして、市が進める「シルバーリハビリ出前体操」を取
り入れ、自らの健康増進と会員相互の親睦を図ることから始
めました。今では活動内容も多岐にわたり、食事会や花見な
どの屋外活動やボイストレーニング、時には管理栄養士を招
いての講義を受けることもあります。さらに、会員の経験に
基づく講話を披露する機会もあり、皆さん、サロンの開催を
毎回楽しみにしているようです。
　コロナ禍の中ですが、感染防止対策をして会員同士の現況
確認は欠かさずに行ってきたとのことです。大倉さんは「ま
だまだコロナ禍が続いていますが創意工夫をしながら活動し
ていきますよ」と意気込みを語ってくれました。
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▲集中力を高めて！ 皆さん真剣です

▲ストレッチ体操も健康増進の一つです
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▲代表の大倉さんから当日の予定が話されます

　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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つくば市社協キャラクター

　勉強の秋!? ということで、防災士の資格を取ろうと勉強を始めました。これを活かして、
地域の支えあいと防災を、住民の皆さんと一緒に考えたり、取り組んだりしていけたらい
いなあと考えています。
　防災についても、地域でこんなことやってみたいなあ・・・なんてことがあれば、ぜひぜ
ひご相談ください♪（その前にまずは試験に合格しますように！）

＜3・4 ページ担当者＞

谷田部東圏域担当
生活支援コーディネーター 荻生

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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谷田部東圏域版

谷田部圏域活動テーマ みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部東圏域だより
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谷田部東圏域「地域支えあい会議」を開催しました

地域の支えあいづくりを応援します！
つくちゃん地域支えあい助成金

コーディネーターのつぶやき
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　8月4日、市民ホールやたべにて令和4年度第1回「地域支えあい会議」を開催しました。
　今回の情報共有のテーマは、「“話し合いの場” から始まる、地域の支えあい」として、苅間（葛城小学校区）
で活動している「葛城地区つなぐ会」から事例報告をしていただきました。
　事例報告の後は、隣接する小学校区ごとにグループに分かれ、情報交換、意見交換の時間に。各グループで
話し合われた話題は多岐にわたり、多様な地域性を持つ谷田部東圏域ならではの話し合いの場となりました。今
回の話し合いの場で出たテーマや課題
を、小地域での話し合いや次回の支
えあい会議につなげていきたいと思い
ます。
　次回の開催は12月を予定していま
す。テーマは、「“つながり” が支える、
地域の『見守り』」。皆さんのご参加を
お待ちしています！

地域で支えあい活動を立ち上げたい！ 始めたい！ という団体には・・・
  地域支えあい活動立ち上げ助成金

【対　　象】 地域における支えあい活動をこれから立ち上げようとする
地域グループ等

【助成金額】 50,000円（1回限り）

地域で行われている活動を広げたい！という団体には・・・
  地域支えあい活動運営助成金

【対　　象】 地域における支えあい活動をすでに行っている地域グループ等
【助成金額】 30,000円（単一年度内1回・合計3回まで助成可）

みんなの居場所づくりをやってみたい！という団体には・・・
  ミニふれあいサロン助成金

【対　　象】 開催頻度の要件を課さない「ふれあいサロン」
【助成金額】 1回あたり3,000円（年度内3回：9,000円上限）

2層生活支援
コーディネーター

Instagramを
開設しました！

イ ン ス タ グ ラ ム

　日々のコーディネーター
の 活 動 を 発 信 す る た め、
Instagramを 開 設 し ま し
た！
　フォロー＆いいねで応援
よろしくお願いします

▲グループワークの様子・・・話をする中
　でたくさんの気づきが生まれます

▲「葛城地区つなぐ会」の発表・・・地域
　への熱い想いに刺激を受けました！

詳しくは、生活支援コーディネーターまでご相談ください！
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◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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　勉強の秋!? ということで、防災士の資格を取ろうと勉強を始めました。これを活かして、
地域の支えあいと防災を、住民の皆さんと一緒に考えたり、取り組んだりしていけたらい
いなあと考えています。
　防災についても、地域でこんなことやってみたいなあ・・・なんてことがあれば、ぜひぜ
ひご相談ください♪（その前にまずは試験に合格しますように！）

＜3・4 ページ担当者＞

谷田部東圏域担当
生活支援コーディネーター 荻生

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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谷田部東圏域版

谷田部圏域活動テーマ みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部東圏域だより
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谷田部東圏域「地域支えあい会議」を開催しました

地域の支えあいづくりを応援します！
つくちゃん地域支えあい助成金

コーディネーターのつぶやき

2022

月
号

No.11311月号
11

No.113

　8月4日、市民ホールやたべにて令和4年度第1回「地域支えあい会議」を開催しました。
　今回の情報共有のテーマは、「“話し合いの場” から始まる、地域の支えあい」として、苅間（葛城小学校区）
で活動している「葛城地区つなぐ会」から事例報告をしていただきました。
　事例報告の後は、隣接する小学校区ごとにグループに分かれ、情報交換、意見交換の時間に。各グループで
話し合われた話題は多岐にわたり、多様な地域性を持つ谷田部東圏域ならではの話し合いの場となりました。今
回の話し合いの場で出たテーマや課題
を、小地域での話し合いや次回の支
えあい会議につなげていきたいと思い
ます。
　次回の開催は12月を予定していま
す。テーマは、「“つながり” が支える、
地域の『見守り』」。皆さんのご参加を
お待ちしています！

地域で支えあい活動を立ち上げたい！ 始めたい！ という団体には・・・
  地域支えあい活動立ち上げ助成金

【対　　象】 地域における支えあい活動をこれから立ち上げようとする
地域グループ等

【助成金額】 50,000円（1回限り）

地域で行われている活動を広げたい！という団体には・・・
  地域支えあい活動運営助成金

【対　　象】 地域における支えあい活動をすでに行っている地域グループ等
【助成金額】 30,000円（単一年度内1回・合計3回まで助成可）

みんなの居場所づくりをやってみたい！という団体には・・・
  ミニふれあいサロン助成金

【対　　象】 開催頻度の要件を課さない「ふれあいサロン」
【助成金額】 1回あたり3,000円（年度内3回：9,000円上限）

2層生活支援
コーディネーター

Instagramを
開設しました！

イ ン ス タ グ ラ ム

　日々のコーディネーター
の 活 動 を 発 信 す る た め、
Instagramを 開 設 し ま し
た！
　フォロー＆いいねで応援
よろしくお願いします

▲グループワークの様子・・・話をする中
　でたくさんの気づきが生まれます

▲「葛城地区つなぐ会」の発表・・・地域
　への熱い想いに刺激を受けました！

詳しくは、生活支援コーディネーターまでご相談ください！

1

　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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　猫が陽だまりで丸くなり、冬の訪れを感じる季節となりました。我が家の猫たちもお鍋型の入れ物に、
くっつき合って眠っています。とにかく可愛い（笑）
　今回は色々な地域活動に参加することができました。どの活動も参加している方の思いや笑顔がたく
さん詰まっていることを感じました。そんな活動が今の私の癒しです。

＜3・4 ページ担当者＞

谷田部西圏域担当
生活支援コーディネーター 大竹

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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谷田部西圏域版

谷田部圏域活動テーマ

みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部西圏域だより
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　先日、みどりの地区で行われている「ふれあいサ
ロン バオバブ」の活動にお邪魔してきました。
　このサロンは月2回、マンションのラウンジを利
用しておしゃべりや体操、ヨガ、筋トレなどで楽し
い時間を過ごしています。新しい地区であるみどり
のでも「少しずつ高齢者が増えてきた」「住民同士
の交流がない」「サロンのような地域の集まれる場
所がない」など、地域関係者が参加した会議で地域
の課題があげられていました。そのような中、生活
支援コーディネーターにみどりの在住の方から「自
分が住んでいるところでも、高齢者が増えてきたよ
うに感じる。サロンのような住民が交流する場所を
作りたい」と連絡がありました。
　生活支援コーディネーターは、サロンの立ちあげ
に向け、まずサロンの運営スタッフと開催拠点を住
民と一緒に探しました。その後、地域住民同士のつ
ながりの中で運営スタッフと拠点が見つかり、令和
4年7月、ついにサロン活動が始まることになりま
した。コロナの感染が拡大し、開催が危ぶまれた時
期もありましたが、「やらないではなく、十分に感
染対策をしてやれることをやりましょう」というス

タッフの言葉に後押しされ、活動を続けています。
　お邪魔した当日は、筑波大学名誉教授の田中喜代
次先生を講師に迎え、「元気長寿の老い方」という
話を伺いました。フレイル予防のための簡易チェッ
ク法や無理なくできる筋膜運動の他、個人に対して
の相談指導などを行い、参加者からは「先生の話が
とても分かりやすく、楽しい時間でした」「近所の
方とおしゃべりができてよかった。次も参加した
い」といった声を聞くことができました。
　ふれあいサロンの伊藤代表からは「今後も楽しい
企画を考えています。地域の交流や参加者のつなが
り、そして参加する皆さんが笑顔になるサロンを目
指していきたいと思います」と頼もしい言葉を頂き
ました。
　「ふれあいサロン バオバブ」は、活動が始まり3か月
が経過しました（令和4年10月現在）。地域で一緒に
活動を盛り上げてくれる仲間やサロン参加者を募集し
ています。参加者の制限はなく、どなたでもご参加い
ただけます。関心のある方は、生活支援コーディネー
ターまでお気軽にお問
い合わせください。

コーディネーターのつぶやき

2022

ふれあいサロン バオバブ（みどりの）

▲趣のあるサロンの看板・・・
　手作りです！

▲熱心に先生の話を聞く参加者 ▲つくば市まちづくり学生団体
　「かざぐるま」の学生が作成したチラシ
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ⓘ 「フレイル」とは英語の「Frailty（虚弱）」を語源とした言葉で、「加齢により心身が老い衰えた状態」のこと。

　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」

3

▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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つくば市社協キャラクター

　猫が陽だまりで丸くなり、冬の訪れを感じる季節となりました。我が家の猫たちもお鍋型の入れ物に、
くっつき合って眠っています。とにかく可愛い（笑）
　今回は色々な地域活動に参加することができました。どの活動も参加している方の思いや笑顔がたく
さん詰まっていることを感じました。そんな活動が今の私の癒しです。

＜3・4 ページ担当者＞

谷田部西圏域担当
生活支援コーディネーター 大竹

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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谷田部西圏域版

谷田部圏域活動テーマ

みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部西圏域だより
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　先日、みどりの地区で行われている「ふれあいサ
ロン バオバブ」の活動にお邪魔してきました。
　このサロンは月2回、マンションのラウンジを利
用しておしゃべりや体操、ヨガ、筋トレなどで楽し
い時間を過ごしています。新しい地区であるみどり
のでも「少しずつ高齢者が増えてきた」「住民同士
の交流がない」「サロンのような地域の集まれる場
所がない」など、地域関係者が参加した会議で地域
の課題があげられていました。そのような中、生活
支援コーディネーターにみどりの在住の方から「自
分が住んでいるところでも、高齢者が増えてきたよ
うに感じる。サロンのような住民が交流する場所を
作りたい」と連絡がありました。
　生活支援コーディネーターは、サロンの立ちあげ
に向け、まずサロンの運営スタッフと開催拠点を住
民と一緒に探しました。その後、地域住民同士のつ
ながりの中で運営スタッフと拠点が見つかり、令和
4年7月、ついにサロン活動が始まることになりま
した。コロナの感染が拡大し、開催が危ぶまれた時
期もありましたが、「やらないではなく、十分に感
染対策をしてやれることをやりましょう」というス

タッフの言葉に後押しされ、活動を続けています。
　お邪魔した当日は、筑波大学名誉教授の田中喜代
次先生を講師に迎え、「元気長寿の老い方」という
話を伺いました。フレイル予防のための簡易チェッ
ク法や無理なくできる筋膜運動の他、個人に対して
の相談指導などを行い、参加者からは「先生の話が
とても分かりやすく、楽しい時間でした」「近所の
方とおしゃべりができてよかった。次も参加した
い」といった声を聞くことができました。
　ふれあいサロンの伊藤代表からは「今後も楽しい
企画を考えています。地域の交流や参加者のつなが
り、そして参加する皆さんが笑顔になるサロンを目
指していきたいと思います」と頼もしい言葉を頂き
ました。
　「ふれあいサロン バオバブ」は、活動が始まり3か月
が経過しました（令和4年10月現在）。地域で一緒に
活動を盛り上げてくれる仲間やサロン参加者を募集し
ています。参加者の制限はなく、どなたでもご参加い
ただけます。関心のある方は、生活支援コーディネー
ターまでお気軽にお問
い合わせください。

コーディネーターのつぶやき

2022

ふれあいサロン バオバブ（みどりの）

▲趣のあるサロンの看板・・・
　手作りです！

▲熱心に先生の話を聞く参加者 ▲つくば市まちづくり学生団体
　「かざぐるま」の学生が作成したチラシ
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ⓘ 「フレイル」とは英語の「Frailty（虚弱）」を語源とした言葉で、「加齢により心身が老い衰えた状態」のこと。



　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
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　うちには猫が2匹います。1匹は貰い手がなかった黒猫、もう1匹の灰色の猫は捨て猫でした。
2匹はとても仲良しで、喧嘩をしているところを見たことがありません。子ども達もよく猫じゃ
らしを持って帰ってきては、一緒に遊んでいます。
　2匹がくっついて寝ているところに顔をうずめるのが好きなんですが、猫たちも嫌がらずその
ままでいてくれるので、気づくと寝てしまっている時があります(笑)。寒い時期には、湯たんぽ
代わりに2匹のお腹の下に足を入れて温めてもらっています♪

＜3・4 ページ担当者＞
桜圏域担当生活支援コーディネーター 小川

〒300-2633 つくば市遠東639（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231 / FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

令和4年度第1回桜圏域地域支えあい会議を開催しました
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桜圏域版

桜圏域活動テーマ

支えあう地域愛 つくり出すみんなの笑顔 ～私たちのまち桜～

　8月24日、竹園にある研究交流センターにて「地域支えあい会議」を行い
ました。今回は、初めてオンラインも取り入れたハイブリッド開催でした。
　今年から始まった「春風台サロン」と「竹園ぷらっと」の代表者の方に活
動発表をしていただき、「桜圏域にある社会資源をリスト化することについて」
という議題で、グループごとに意見交換をしていただきました。
　「社会資源集があれば必要な方に紹介しやすい」「桜圏域の情報だけ集めた
ものがあると見やすい」「高齢者を支える民生委員やケアマネジャーが活用す
ることができる」といった意見がありました。そして、桜圏域版の社会資源
集を作成することが決定しました！ 

第1回桜圏域版社会資源集作成チーム会議
　社会資源集作成に向けた話し合いを行うためのメンバーを募ったところ、
10名の方が参加してくれることになりました。
　「そもそも社会資源とは？」という話をするところから始まり、どんな内容
が入ったものがいいか、活用方法はどうするか、子どもや学生など若い人たち
にも関わってもらいたいなど、様々な意見がありました。
　桜圏域にあるサロンやシルバークラブ、ボランティア活動、助けあい活動な
どの情報を集めた冊子の発行に向けて、引き続き意見交換を行っていきたい
と思います。「こんな情報がほしい！」といったご意見などございましたら、
下記事務局までご連絡ください。

桜圏域だより

誰もが気軽に集まれる場所を紹介します
たのし家

【場　所】 つくば市下広岡
【ブログ】 https://ameblo.jp/tanoshiya-tsukuba/
★ふれあいサロン　開催日時：毎週(月) 10:00 ～12:00
★たのし家講座（茶道、習字など）
★同好会（手仕事サロン、歌ってリフレッシュ、俳句の会、草木染など）
★講習会・茶話会 など
　ふれあいサロンや講座、講習会など誰もが楽しく過ごせる交流の場として様々な催しを行っています。
　先日のふれあいサロンでは「大人のえほん浴」を行い、「ももたろう」を数冊読んでいただきました。様々な桃太郎の
話を知って、大いに話が盛り上がりました。
　つくタクの停留所があるので、交通手段のない方でも利用しやすい場所です。参加してみたい方は、下記事務局までお
問合せください。
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◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
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発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

　うちには猫が2匹います。1匹は貰い手がなかった黒猫、もう1匹の灰色の猫は捨て猫でした。
2匹はとても仲良しで、喧嘩をしているところを見たことがありません。子ども達もよく猫じゃ
らしを持って帰ってきては、一緒に遊んでいます。
　2匹がくっついて寝ているところに顔をうずめるのが好きなんですが、猫たちも嫌がらずその
ままでいてくれるので、気づくと寝てしまっている時があります(笑)。寒い時期には、湯たんぽ
代わりに2匹のお腹の下に足を入れて温めてもらっています♪

＜3・4 ページ担当者＞
桜圏域担当生活支援コーディネーター 小川

〒300-2633 つくば市遠東639（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231 / FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

令和4年度第1回桜圏域地域支えあい会議を開催しました
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桜圏域版

桜圏域活動テーマ

支えあう地域愛 つくり出すみんなの笑顔 ～私たちのまち桜～

　8月24日、竹園にある研究交流センターにて「地域支えあい会議」を行い
ました。今回は、初めてオンラインも取り入れたハイブリッド開催でした。
　今年から始まった「春風台サロン」と「竹園ぷらっと」の代表者の方に活
動発表をしていただき、「桜圏域にある社会資源をリスト化することについて」
という議題で、グループごとに意見交換をしていただきました。
　「社会資源集があれば必要な方に紹介しやすい」「桜圏域の情報だけ集めた
ものがあると見やすい」「高齢者を支える民生委員やケアマネジャーが活用す
ることができる」といった意見がありました。そして、桜圏域版の社会資源
集を作成することが決定しました！ 

第1回桜圏域版社会資源集作成チーム会議
　社会資源集作成に向けた話し合いを行うためのメンバーを募ったところ、
10名の方が参加してくれることになりました。
　「そもそも社会資源とは？」という話をするところから始まり、どんな内容
が入ったものがいいか、活用方法はどうするか、子どもや学生など若い人たち
にも関わってもらいたいなど、様々な意見がありました。
　桜圏域にあるサロンやシルバークラブ、ボランティア活動、助けあい活動な
どの情報を集めた冊子の発行に向けて、引き続き意見交換を行っていきたい
と思います。「こんな情報がほしい！」といったご意見などございましたら、
下記事務局までご連絡ください。

桜圏域だより

誰もが気軽に集まれる場所を紹介します
たのし家

【場　所】 つくば市下広岡
【ブログ】 https://ameblo.jp/tanoshiya-tsukuba/
★ふれあいサロン　開催日時：毎週(月) 10:00 ～12:00
★たのし家講座（茶道、習字など）
★同好会（手仕事サロン、歌ってリフレッシュ、俳句の会、草木染など）
★講習会・茶話会 など
　ふれあいサロンや講座、講習会など誰もが楽しく過ごせる交流の場として様々な催しを行っています。
　先日のふれあいサロンでは「大人のえほん浴」を行い、「ももたろう」を数冊読んでいただきました。様々な桃太郎の
話を知って、大いに話が盛り上がりました。
　つくタクの停留所があるので、交通手段のない方でも利用しやすい場所です。参加してみたい方は、下記事務局までお
問合せください。
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　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net
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　つくば市社会福祉協議会では、地域のどなたでも行くことができる地域の通いの場「ふれあいサロン」を応援
しています。令和4年10月現在、つくば市内で83のサロンが活発に活動されています。
　今回は、つくば市で最も歴史あるサロンの一つ「ふれあいサロン小田」と、結成して間もない「サロンきずな」
の2つのサロンをインタビューしてきました

ふれあいサロン小田（橋本喜美子代表）
　「ふれあいサロン小田」は平成10年に結成し、今年で24年目を迎える歴史あるふれあいサロン
です。
　普段は、月に2回シルバーリハビリ体操を行い、参加者の皆さんの健康維持に努めていらっしゃ
います。今回訪問した際にも、シルバーリハビリ体操指導士に来ていただき、皆さん元気に体操
をされていました。代表の橋本さんは、「24年もサロンをやっていると、歳を重ねてデイサービスに行かれる方もいらっ

しゃいます。デイサービスに行かれる方も、こ
のサロンに通っていることによって抵抗なく通う
ことができています」とおっしゃっていました。
　最近では、コロナウイルスの流行によって人
と顔を合わせる機会が減っていることから、こ

のサロンでは、離れている家族や友人ともカメラを通して話ができるよう「ス
マートフォンの勉強会」も企画し、開催されたそうです。

地域の通いの場「ふれあいサロン」にインタビュー！！

サロンきずな（宇津木照子代表）
　令和2年度に結成した「サロンきずな」は、田中（上田中区）にあるふれあいサロンです。
　訪問した際は、シルバークラブの方々による「四つ竹健康踊り」の披露をされていました。い
つもは、発声練習から始まり、季節の歌をみんなで歌います。今回は「虫のこえ」や「野菊」など、
秋のうたを歌いました。その後は、今月誕生日の方への誕生会を行います。誕生会は毎月行って
おり、誕生日の方へはプレゼントをお渡ししています。プレゼントをもらった方は「祝ってもらうことがこんなにうれしい
とは」と満面の笑顔を見せてくれました。また、他の参加者からは「ここに来て、何十年かぶりに会った人もいてうれし
かった」といった声を伺うことができました。地域の通いの場の大切さを改めて実感しました。
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▲講師を招いてのシルバーリハビリ体操

▲シルバークラブによる「四つ竹健康踊り」 ▲茶話会のようす

　新型コロナウイルスも少し落ち着いたこともあ
り、ご紹介したサロンは元気に活動されていまし
た。私も、地域の皆さんの活動を積極的に応援し
ていきたいと思います。

＜3・4 ページ担当者＞
筑波圏域担当  生活支援コーディネーター 猪瀬
〒300-3257 つくば市筑穂1 丁目10 番地4
TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

筑波圏域活動テーマ

みんなの親切 地域愛 絆深まるまち 筑波

筑 波 圏 域 だ よ り
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コーディネーターのつぶやき

毎月
第2・4水
開催！

毎月
第2水
開催！

新規の参加者も
お待ちしています!!

皆さんがご自宅から
持ってきたお料理や
季節の果物をふるま
っていただきました



◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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つくば市社協キャラクター
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　つくば市社会福祉協議会では、地域のどなたでも行くことができる地域の通いの場「ふれあいサロン」を応援
しています。令和4年10月現在、つくば市内で83のサロンが活発に活動されています。
　今回は、つくば市で最も歴史あるサロンの一つ「ふれあいサロン小田」と、結成して間もない「サロンきずな」
の2つのサロンをインタビューしてきました

ふれあいサロン小田（橋本喜美子代表）
　「ふれあいサロン小田」は平成10年に結成し、今年で24年目を迎える歴史あるふれあいサロン
です。
　普段は、月に2回シルバーリハビリ体操を行い、参加者の皆さんの健康維持に努めていらっしゃ
います。今回訪問した際にも、シルバーリハビリ体操指導士に来ていただき、皆さん元気に体操
をされていました。代表の橋本さんは、「24年もサロンをやっていると、歳を重ねてデイサービスに行かれる方もいらっ

しゃいます。デイサービスに行かれる方も、こ
のサロンに通っていることによって抵抗なく通う
ことができています」とおっしゃっていました。
　最近では、コロナウイルスの流行によって人
と顔を合わせる機会が減っていることから、こ

のサロンでは、離れている家族や友人ともカメラを通して話ができるよう「ス
マートフォンの勉強会」も企画し、開催されたそうです。

地域の通いの場「ふれあいサロン」にインタビュー！！

サロンきずな（宇津木照子代表）
　令和2年度に結成した「サロンきずな」は、田中（上田中区）にあるふれあいサロンです。
　訪問した際は、シルバークラブの方々による「四つ竹健康踊り」の披露をされていました。い
つもは、発声練習から始まり、季節の歌をみんなで歌います。今回は「虫のこえ」や「野菊」など、
秋のうたを歌いました。その後は、今月誕生日の方への誕生会を行います。誕生会は毎月行って
おり、誕生日の方へはプレゼントをお渡ししています。プレゼントをもらった方は「祝ってもらうことがこんなにうれしい
とは」と満面の笑顔を見せてくれました。また、他の参加者からは「ここに来て、何十年かぶりに会った人もいてうれし
かった」といった声を伺うことができました。地域の通いの場の大切さを改めて実感しました。
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▲講師を招いてのシルバーリハビリ体操

▲シルバークラブによる「四つ竹健康踊り」 ▲茶話会のようす

　新型コロナウイルスも少し落ち着いたこともあ
り、ご紹介したサロンは元気に活動されていまし
た。私も、地域の皆さんの活動を積極的に応援し
ていきたいと思います。

＜3・4 ページ担当者＞
筑波圏域担当  生活支援コーディネーター 猪瀬
〒300-3257 つくば市筑穂1 丁目10 番地4
TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

筑波圏域活動テーマ

みんなの親切 地域愛 絆深まるまち 筑波

筑 波 圏 域 だ よ り
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コーディネーターのつぶやき

毎月
第2・4水
開催！

毎月
第2水
開催！

新規の参加者も
お待ちしています!!

皆さんがご自宅から
持ってきたお料理や
季節の果物をふるま
っていただきました

　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net



　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
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の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。
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ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
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つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
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入し、街頭募金でも大活躍しました。
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つくば市社協キャラクター

　最近では、地域の方から「今日は朝からグラウンドゴルフしてきたよ」「今度のふれあいサロンはこ
んな事するよ」とか、色々な活動を教えていただけるようになりました。
　私は、地域の方達が元気に活動しているお話を聞くのが大好きです。何気ないことでも良いので、
地域のことを色々教えていただけると嬉しいです。

＜3・4 ページ担当者＞
茎崎圏域担当
生活支援コーディネーター 益子

コーディネーターのつぶやき

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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茎崎圏域版

茎崎圏域活動テーマ

あなたの力 あなたの心 支えあう街 くきざき

　今回は、自由ヶ丘のシルバークラブ、「つくばね
会」をご紹介します。
　「つくばね会」は、昭和56年から活動が始まり、
現在60名の会員がいます。活動は、輪投げ、ペタ
ンク、シルバーリハビリ体操の運動部門と、民舞、
手芸、カラオケ等の文化部門に分かれて活動を行っ
ています。茎崎地区シルバークラブの大会やつくば
市ねんりんスポーツ大会にも積極的に参加し、入賞
を目指して皆さん日頃から頑張って練習をしていま
す。今年のねんりんスポーツ大会では、輪投げの
部で入賞し、県大会に出場を果たしました。
　「つくばね会」の活動は、内容別に火曜日から土
曜日まで行っています。「毎日のように公民館にい
ます」という方もいらっしゃるほど。様々な活動が
あることで、毎日のように自分のやりたい活動に参
加できるのが、このシルバークラブの良いところで
す。また、最近では、隣の地区の方とペタンクを
一緒に楽しんだり、ゲートボールは違う地区に行っ
たりする等の交流を図っているとのこと。スポーツ
を通して地区を超えた交流を行っているのもいいで

すね。今後は、パラリンピックの種目でもあった
「ボッチャ」を取り入れていくとのこと。住民の方
にボッチャの指導士の方がいらっしゃるので、教え
てもらえるそうです。
　その他にも、花壇の花植えや空き缶等のゴミ拾
い、地域の美化活動等にも取り組んでいます。ま
た、小学生の登下校の見守りや防犯パトロール等も
行っており、地域に積極的に貢献しています。
　茎崎には、「つくばね会」のように会員の希望を
取り入れながら、自治会館や公民館を利用し様々
な活動を行っているところがたくさんあります。「シ
ルバークラブに入りたい」「シルバークラブってどん
な活動をしてい
るの？」など、
興味や関心の
ある方はコー
ディネーターま
でお問い合わ
せください。

仲間とともに楽しくつながる場所
～シルバークラブ「つくばね会」の活動紹介～

2022

▲曲に合わせて楽しく踊ります（民舞） ▲手芸部で作成した種のブローチ

▲隣の地区とのペタンク交流試合

▲茎崎地区シルバークラブ連合会の輪投げ
　大会
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◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。ま
た、目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティ
ア けやきの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作
成しています。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の
配分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用してい
ます。

報告　善意の寄付 ありがとうございました

（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和4年7月1日～令和4年10月15日

案内　つくばボランティアセンター
　　　「ボランティア活動団体情報マップ」を作成しました！

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

　ボランティア活動に興味のある方やボランティア団体と連携
を持ちたいといった方々が、自分の住む地域や活動内容から
市内のボランティア情報を見つける手段として、「ボランティア
活動団体情報マップ」を作成しました。マップでは、地図上で
ボランティア団体の活動拠点が確認でき、どのような分野の
活動を行っているかの情報も掲載しています。
　これからボランティアを始めたいと考えている方はもちろん、
活動の幅を広げたいと考えている方にとってもご活用いただけ
るものとなっていますので、ぜひ一度ご覧ください。

「ボランティア活動団体情報マップ」は、つくば市各窓口
センターや地域交流センターのほか、市内郵便局等に設
置してあります。

ボランティア団体の詳細は・・・
　マップに掲載されている各ボランティア団体の
活動内容を知りたい方は、こちらのＱＲコードを
読み込んでください。つくばボランティアセン
ター登録団体ガイドで、各団体の活動時間や活動内容がご確
認いただけます。
※マップの番号と登録団体ガイドの番号は異なりますので、ご

注意ください。
【問合せ】ボランティアセンター　TEL 029-879-5898

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付
案内　各種「悩みごと相談」をご利用ください
　暮らしの中での様々な困りごとに対し、面接による相談を実
施しています。相談は、すべて無料です。事前予約が必要と
なる相談もありますので、まずはお問い合わせください。

相談場所：つくば市社会福祉協議会 本部
　　　　　（筑穂1-10-4 大穂庁舎内）

弁護士による相談
金銭貸借や離婚等の日常生活における法律上の問題

【日　時】第2・3・4（木） 14:00 ～16:00
【相談員】弁護士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

司法書士による相談
遺言や相続、成年後見制度等に関すること

【日　時】第3（水） 14:00 ～16:00
【相談員】司法書士
【予　約】要
【ＴＥＬ】法人運営室 029-879-5500

子育て・子どもの悩み相談
不登校や引きこもり、子どもとの関わり等に関すること

【日　時】第1・3（金） 13:00 ～16:10
【相談員】臨床心理士
【予　約】要
【ＴＥＬ】ファミリーサポートセンター 029-879-5504

高齢者・障害者のためのパソコン相談
パソコン操作やインターネット接続等のパソコンに関すること

【日　時】第1・3（土） 10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
【相談員】つくばパソコンボランティア
【予　約】不要
【問合せ】ボランティアセンター 029-879-5898

145,429円匿名3件

ボランティア
活動団体
情報マップ

つくばボランティアセンター

▲ダウンロードは
　こちらから

募集　登録ヘルパー随時募集中!
　直行直帰型の登録ヘルパーとして、家事援助、身体介護な
どの在宅福祉サービスの仕事をしてくださる方を募集していま
す。1日のうち2 ～ 3時間、短時間の活動も可能です。あなた
の空いている時間で働いてみませんか？
　業務内容や賃金の詳細は、お気軽にお問合せください。

【資格要件】介護職員初任者研修修了者もしくは介護福祉士

【応募方法】電話連絡の後、履歴書と資格証明書を持参

【申込み・問合せ】在宅福祉係　TEL 029-879-5923
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▲会場後方に展示された事業紹介パネル

ささえあい・つくば
2022年11月15日発行

【第10号】
つくば市生活支援体制整備事業 第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　10月4日、ホテルグランド東雲において「地域の絆フォーラム2022」を開催しました。
コロナ感染症の影響により3年ぶりの開催となり、地域福祉活動に関心のある180名の
方にご参加いただきました。
　第1部では、ご近所福祉クリエーターの酒井保氏から「『つながる喜び・つなげる喜び』
～コロナ禍で考える『気にかけあい地域づくり』～」として基調講演をいただきました。
第2部では、赤塚東山ふれあいネットワーク代表の大森哲實氏（谷田部東圏域）と豊里
の杜ふれあいサロン代表の大倉廣高氏（豊里圏域）から、それぞれ地域で行なっている
活動の報告をいただきました。

　酒井氏の講演では、「フレイル予防には地域
づくりの視点が重要」「このような時期だからコロナ禍での活動の工夫を共有
し、広げていくことが大切」という話がとても印象的でした。また、シンポジ
ストからはこれまでの経験を踏まえ、地域活動の大切さや関係機関との連携、
そして地域住民同士の見守り活動
の必要性などの話がされました。
　基調講演中には、令和3年度か
ら社協が進めてきた「生活支援
体制整備事業」の7圏域の生活支
援コーディネーターが紹介されま

した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか
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した。普段はそれぞれの担当圏域で活動しているため、7人全員が地域住民
の前にそろう機会はめったになく、貴重な時間となりました。講師の機転の
利いた進行とユーモアあふれる話に、会場は終始和やかな雰囲気に包まれま
した。
　また今回は、会場の後方に社協が取り組んでいる事業紹介のパネルやパン
フレット、居場所づくりなど地域活動の取り組みを紹介する展示物を配置し、
参加された皆様にご覧いただきました。
　講演いただいた酒井氏を始め地域住民を代表し登壇された2名の方、また、
コロナ禍にも関わらずご来場いただいた皆様、ご協力並びにご参加ありがと
うございました。今後も社協は、地域の皆様とともに地域活動の取り組みを
進めていきたいと考えていますので、引き続きよろしくお願いします。

●酒井先生の楽しい語り口に、いつの間にか地域で活動ができるか
もと思わされていました。感染対策をしっかりとした中で、3年ぶり
に大きな一歩を踏み出した感じがしました。（民生委員児童委員）

●講演を聞いて「つながりの大切さ」を改めて感じました。また、
市内の団体も頑張っている様子が分かりとてもよかった。フォー
ラム全体を通して「自分が立ち上げた活動は間違いではない」と
認識することができ、今後も頑張ろうと思った。つくばには、地
域のために活動している方、考えている方がたくさんいることに
勇気をいただきました。 （地域活動者）

●酒井先生の基調講演で、これまでの介護予防からフレイル予防
に向かうことの重要性を改めて知ることができました。つながり
を切れた状態にしないこと、社会参加がとても大切です。第二
部の見守りから紡ぎ地域の安心を広げていく活動報告を伺い、
できることから始めていけば上手くいくかもしれないと勇気づけ
られました。その時には、社協のお力添えをお願いいたします。
酒井先生の講演時間をもう少し取れるとよかったと思いました。

 （高齢者施設職員）

3年ぶりの開催「地域の絆フォーラム2022」
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▲ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏

▲身近な事例や資料を用いた分かりやすい講演でした

▲赤塚東山ふれあい
　ネットワーク
　代表  大森 哲實 氏

▲豊里の杜ふれあい
　サロン
　代表  大倉 廣高 氏

参加者の感想の一部を紹介します！

おお もり てつ み

さか  い たもつ

おおくら ひろ たか



T H E  O R G A N  O F  T S U K U B A  C I T Y  C O U N C I L  O F  S O C I A L  W E L F A R E

発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

　最近では、地域の方から「今日は朝からグラウンドゴルフしてきたよ」「今度のふれあいサロンはこ
んな事するよ」とか、色々な活動を教えていただけるようになりました。
　私は、地域の方達が元気に活動しているお話を聞くのが大好きです。何気ないことでも良いので、
地域のことを色々教えていただけると嬉しいです。

＜3・4 ページ担当者＞
茎崎圏域担当
生活支援コーディネーター 益子

コーディネーターのつぶやき

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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茎崎圏域版

茎崎圏域活動テーマ

あなたの力 あなたの心 支えあう街 くきざき

　今回は、自由ヶ丘のシルバークラブ、「つくばね
会」をご紹介します。
　「つくばね会」は、昭和56年から活動が始まり、
現在60名の会員がいます。活動は、輪投げ、ペタ
ンク、シルバーリハビリ体操の運動部門と、民舞、
手芸、カラオケ等の文化部門に分かれて活動を行っ
ています。茎崎地区シルバークラブの大会やつくば
市ねんりんスポーツ大会にも積極的に参加し、入賞
を目指して皆さん日頃から頑張って練習をしていま
す。今年のねんりんスポーツ大会では、輪投げの
部で入賞し、県大会に出場を果たしました。
　「つくばね会」の活動は、内容別に火曜日から土
曜日まで行っています。「毎日のように公民館にい
ます」という方もいらっしゃるほど。様々な活動が
あることで、毎日のように自分のやりたい活動に参
加できるのが、このシルバークラブの良いところで
す。また、最近では、隣の地区の方とペタンクを
一緒に楽しんだり、ゲートボールは違う地区に行っ
たりする等の交流を図っているとのこと。スポーツ
を通して地区を超えた交流を行っているのもいいで

すね。今後は、パラリンピックの種目でもあった
「ボッチャ」を取り入れていくとのこと。住民の方
にボッチャの指導士の方がいらっしゃるので、教え
てもらえるそうです。
　その他にも、花壇の花植えや空き缶等のゴミ拾
い、地域の美化活動等にも取り組んでいます。ま
た、小学生の登下校の見守りや防犯パトロール等も
行っており、地域に積極的に貢献しています。
　茎崎には、「つくばね会」のように会員の希望を
取り入れながら、自治会館や公民館を利用し様々
な活動を行っているところがたくさんあります。「シ
ルバークラブに入りたい」「シルバークラブってどん
な活動をしてい
るの？」など、
興味や関心の
ある方はコー
ディネーターま
でお問い合わ
せください。

仲間とともに楽しくつながる場所
～シルバークラブ「つくばね会」の活動紹介～

2022

▲曲に合わせて楽しく踊ります（民舞） ▲手芸部で作成した種のブローチ

▲隣の地区とのペタンク交流試合

▲茎崎地区シルバークラブ連合会の輪投げ
　大会
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　今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同
募金運動」がスタートしました。
　令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影
響により、赤い羽根共同募金運動も活動の縮小
を余儀なくされていましたが、今年は3年ぶりにつ
くば市において街頭募金を実施しました。今回の
街頭募金は、10月1日に山新グランステージつく
ばにて実施。当日は茨城 YMCA の皆さんにも協
力いただき、子どもたちの元気な声が店舗を訪れ
た多くのお客様の足を止めていました。
　募金にご協力いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。お預かりした募金は、つくば市を
始め茨城県内全域の地域福祉の推進のために役
立たせていただきます。
　今年で76回目を迎える赤い羽根共同募金運動
は、皆様の善意と助け合いの精神に支えられてい
ます。社会的孤立や生活困窮、地域における様々
なニーズ支援に役立てられるよう、引き続き多く
の皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

が始まりました!が始まりました!

◀つくば市共同募金委員会事務局（大穂庁舎1階）に設置中！

　皆さん、「カプセルトイ募金」をご存知で
すか？1回100円でガチャガチャを回すと、
ねば～る君缶バッジなどの赤い羽根募金に
関係するグッズがもらえるだけでなく、全額
が赤い羽根募金に寄付されるというもの。
つくば市共同募金委員会では、市民の皆様
に広く関心を持っていただこうと今年から導

入し、街頭募金でも大活躍しました。
　カプセルの中には、今しか手に入らな
い貴重なグッズが盛りだくさん。この機

会に、楽しみながら募金してみませんか？

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

ガチャガチャで募金ができます!

10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば
10月１日街頭募金
＠山新グランステージつくば

Art by nio ○c Crypton Future Media,INC. www.piapro.net


